
 
 
 
  
  飼料用稲の耕起乾田散播直播は，代かきと田植えが不要な省力的栽培法です。

牛糞堆肥を施用し，鳩胸状態まで浸種した籾を散播します。 
  生産調整水田の有効利用及び耕畜連携による安全な自給粗飼料の生産を目指

します。 
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マニュアスプレッダによる 
牛糞堆肥散布(４月) 

 

ブロードキャスタで 
省力的播種（５月下旬） 走り水処理により苗立率ＵＰ 

（播種直後，明渠施工後） 

ブームスプレーヤで乾田期 
の除草剤散布（６月中旬） 

ドライブハローによる 
浅耕・埋没（播種直後） 

 

湛水後の除草剤散布 
（６月下旬） 出穂直前（８月下旬） 

収穫・ホールクロップ 
サイレージ加工（10月上旬） 

飼料用稲の給餌 

目標乾物収量：1.2ｔ/10a 

10.7 ロール/10a 

耕 起 乾 田 散 播 直 播 栽 培 の 特 徴  

★ 牛 糞 堆 肥 5t/10a＋ 被 覆 尿 素 肥 料 8kg/10a 施 用 。

リ ン 酸 ， カ リ の 施 肥 は 不 要 。  

★ 多 収 晩 生 品 種 「 ク サ ノ ホ シ 」 を 用 い ， ブ ロ ー ド キ ャ

ス タ で 鳩 胸 籾 を 8kg/10a 散 播 。  

★ ド ラ イ ブ ハ ロ ー に よ り 籾 を 浅 耕 ・ 埋 没 。 走 り 水 に よ

り 出 芽 の 促 進 。除 草 剤 散 布 は 乾 田 期 と 湛 水 後 の ２ 回 。 

★ 作 業 時 間 は 移 植 に 比 べ て 5.9hrs/10a 減 。目 標 苗 立

数 は 200 本 /㎡ ， 目 標 乾 物 収 量 は 1.2t/10a。  

出芽揃い期（６月中旬） 
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飼 料 用 稲 の 耕 起 乾 田 散 播 直 播 栽 培  


